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〇「高校でしかできないこと」 

夏季休業も終わり、始業式、基礎力診断プレテスト、芸術鑑賞会を終え、９月となりました。９月は多くの３年生が進

路を決める就職試験、進学のための試験があります。校内では、第２回定期考査が１９日（木）から実施されますが、高

校生ともなると、校内のことにも、卒業後のためのことにも同時に取り組んでいかなければなりません。 

高校は、多くの同年代が経験するステージの一つです。「青春」「通過点」「部活」「最後の学生時代」等、いろいろな表

現がされますが、大きな変化を起こせるかけがえのない期間です。『学習』という視点だけでなく、『人生』という視点

に立って、以下のことを意識してほしいと思います。 

 

【 自分探しの時間 】  

●高校時代は、将来の進路や職業について考え始める重要な時期です。 

高校時代は、何が好きで、どんなことに情熱を持てるかを見つける大切な時期です。興味がある分野を見つ

けたら、深く掘り下げてみましょう。読書、部活動、ボランティアなどを通じて、自分に合う道を模索してみてくだ

さい。失敗を恐れずに、さまざまなことに挑戦することで、きっと自分の道が見えてきます。 

【 仲間との絆を深める 】  

●勉強だけでなく部活動やクラス活動を通じて、同世代の仲間と深い絆を築く機会が豊富にあります。 

高校生活で出会う友人たちは、これからの人生において大切な存在になることが多いです。クラス活動や

部活動を通じて、お互いを支え合い、共に成長する経験を積んでください。時には意見の違いが生じることも

あるでしょうが、それを乗り越えることで、絆がより深まります。 

【 学びの幅を広げる 】 

●高校では、専門的な科目や選択科目で、興味に応じた学びができます。スキルや知識を身につけましょう。 

さまざまな科目や分野に触れることで、自分の興味を広げ、未知の世界に飛び込むことを恐れないでくださ

い。将来に役立つ知識やスキルを身につけることで、社会に出た時に役立ちます。苦手科目への挑戦も成長に

繋がります。 

【 自分を試す挑戦 】  

●高校生活は、挑戦の時期でもあります。何事にも積極的に挑戦して自分の可能性を広げましょう。 

高校生活は、自分を試す絶好の機会です。学業、部活動、ボランティア活動など、さまざまな場面で自分の限

界に挑戦してみましょう。結果よりも、挑戦そのものが大切です。失敗しても、その経験から多くを学ぶことがで

きます。失敗を恐れずに、積極的に新しいことに挑戦してください。 

【 時間の使い方を学ぶ ＜特に３年生！＞】  

●大学生や社会人になる前に、自分で時間を管理し、効率的に使う習慣を身につけることが大切です。 

高校生活では、自分でスケジュールを管理する力が求められます。勉強や部活動、友人との時間などをバラン

スよく過ごすことが大切です。無駄な時間を減らし、目標を持って効率的に時間を使う習慣を身につけましょう。

このスキルは、大学や社会に出た時に大きな財産となります。高校生活は、自分のペースで学びや活動に取り組

む練習の場です。 

 

●次回のトピック ： 「進路活動中でも大事にしてほしいこと」 


